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甲幅30 mmの稚ガニ



ズワイガニの資源状況（富山以西）

2020年～2021年に漁獲対象となる

第9齢個体が少ない

一方、本県沿岸は2022年以降に

漁獲対象となる第7～8齢個体は多い傾向

今いる稚ガニ資源の保護が重要！

〇漁業者の取り組み（現状）

漁期ごとに稚ガニが多く入網・分布する

海域を2~3名の漁業者が互いに共有して

独自の資源保護を行っている

⇒しかし、本県の底曳網漁船は70隻存在

現在、数名の漁業者が行っている稚ガニ資源保護の取り組みを
より効果の高いものにし、底曳網漁業者全体で取り組む！

2018年11月8日福井新聞



稚ガニの資源保護への取り組み（今年度から実施）
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＜標本船日誌＞
・操業日時
・操業場所
・漁獲物の記入

②操業日誌の回収
週に1度の頻度で
日誌を回収

③操業日誌データの入力と
稚ガニ入網位置とその量を
地図化

底曳漁船

あの辺りは
稚ガニが多いから
気を付けよう

①操業日誌の依頼

④情報の提供（１～２週間ごと）



稚ガニの資源保護への取り組み（今後の展開）

＜標本船日誌＞
・操業日時
・操業場所
・漁獲物の入力

底曳漁船

今日あの辺りで
稚ガニが多い。
気を付けよう

操業日誌の電子化と日誌の依頼 情報の提供（リアルタイム）

稚ガニの情報のみ全船で閲覧可能

漁業者と協力して稚ガニの資源保護に取り組むことで
ズワイガニ資源の持続的な利用を目指していきます！


